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県民公開講座「変形性関節症」
新築移転情報



公益社団法人奈良県診療放射線技師会
県民公開講座２０２４『変形性関節症』
香芝旭ヶ丘病院の専門家3名が、県民公開講座にてそれぞれの専門分野について発表しました。本

講座では、人工関節治療、放射線技師の役割、リハビリの重要性について詳しく解説され、参加者

から大きな関心を集めました。

甲村 和希
理学療法士

世古 宗仁
整形外科　医師

竹下 貴英
放射線科技師
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新築移転する病院に大きな期待

香 芝 消 防 署 長
武 安  眞 嗣  様

平素は、消防行政にご理解とご協力を賜り、

誠にありがとうございます。

　貴院は長年にわたり、専門性の高い医療機

関として地域住民の皆様の健康と安心を支え

てこられました。この度の新築移転は、さら

なる医療環境の充実と地域医療への貢献を目

指した、貴院の皆様の熱意と決意の表れであ

ると拝察いたします。

　新しい病院は、低層階で緑や植栽が豊か

で、救急車の進入路にまで配慮されるなど、

患者様と地域にお住まいの方々の快適性と安

全性を最優先に考えた素晴らしい施設である

と伺っております。また新しい病院は、最新

の医療設備を備え、地域住民の皆様は、より質

の高い医療サービスを身近な場所で受けられる

ようになることと存じます。

　近年、救急搬送件数は増加傾向にあり、医療

機関と消防機関の連携はますます重要性を増し

ています。貴院の新築移転により、災害発生時

や救急搬送時における協力体制をこれまで以上

により一層強化し、迅速かつ的確な救急活動を

目指してまいります。

　今後も貴院が地域医療の発展に大きく貢献さ

れることを期待するとともに、消防署として、

地域の安全と安心を守るために署員一丸とな

り、より一層努力していく所存です。

　結びに、貴院の益々のご発展と職員の皆様の

ご健勝を心よりお祈り申し上げます。

杭打ちや掘削工事等の基礎工事が1月下旬までに完了し、12月中旬から進めていた1階の床づくりも2月下旬に完了しま
した。現在は、1階の壁や柱などの工事を進めるとともに、建物の骨組みを整える作業を行っています。また、建物の周
囲では、水道や電気などの配管工事を進めるとともに、足場を組み、建物の上の階の工事へと進んでいきます。

新築移転情報
香芝旭ヶ丘病院は西真美地区へ新築全面移転をします。
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臨床工学技士の役割 
安心・安全な医療のために

臨床工学技士
臨床工学技士は、医療機器の操作や管理を担う医療専門職です。

医師や看護師と協力し、医療機器が安全に使えるよう管理しながら、

患者様の治療を支えています。

心臓のリズムを整えるペースメーカーの

設定や定期点検を行います。ペースメーカーは

不整脈の治療に必要不可欠な機器です。

機器が正しく動作しているかを定期的に確認し、

必要に応じて医師と連携して調整します。

香 芝 旭 ヶ 丘 病 院 で の 主 な 業 務

心血管
カテーテル業務

心臓のカテーテル治療では、

血管内の様子を確認する

「IVUS（血管内超音波）」を使用し、

動脈硬化など状態を調べます。また、心肺機能が

低下した患者様には、血液の循環を助ける

「PCPS（経皮的心肺補助装置）」や、心臓の負担を

軽くする「IABP（大動脈内バルーンパンピング）」

を適切に管理します。

ペースメーカー管理

人工呼吸器の管理

肺の機能が働かなくなり、呼吸が十分に

できなくなった患者様には人工呼吸器という

装置が装着されます。患者様の呼吸状態を

モニタリング し異常があれば医師や看護師と

連携して対応します。また、定期メンテナンス

を実施し、常に安全で正確に作動するよう

管理いたします。

血液浄化業務
体内に溜まった老廃物

などを排泄、あるいは

代謝する機能が働かなくなった場合に行う

血液透析などの血液浄化療法のサポートも

担当します。安全で効果的な治療が行われる

よう機器の操作・点検を行っています.

手術室での機器管理

手術室では、電気メスや麻酔器、

内視鏡システムなどの手術機器を管理し、

手術がスムーズに進むようサポートします。

医療機器の保守点検・
トラブル対応

病院内の医療機器全般の保守点検や

故障対応も重要な業務です。輸液ポンプや

除細動器などの機器を定期的にチェックし、

安全に使用できるよう管理します。

トラブル発生時には迅速に対応し、

医療スタッフへの使用指導も行っています。

臨床工学技士　副主任
藤田　雅樹

臨床工学技士　副主任

石田　陽平



チーム医療における臨床工学技士の役割

当院では急性期の患者様にも適切な医療を提供できるよう、

人工呼吸器、人工心肺装置、除細動器、血液浄化装置など、生命維持に関わる

医療機器が欠かせません。こうした機器は年々複雑化しており、適切な操作や管理が

求められます。臨床工学技士は、専門的な知識と技術を活かし、安全で質の高い

医療の提供に貢献しています。

人工呼吸器

人工心肺

装置

血液浄化

装置

除細動器

急性期医療における臨床工学技士の必要性

医療は、医師・看護師・診療放射線技師・臨床検査技師・薬剤師・リハビリなど、

多くの専門職が協力して成り立っています。臨床工学技士は、医療機器の専門家として、

チームの一員として機器の操作方法を説明し、安全な治療を支えています。

勉強会や研修を通じて、医療スタッフ全体の知識向上にも貢献しています。

2026年
新築移転に向けて
香芝旭ヶ丘病院は2026年に新築移転を予定しています。新しい病院では、

最新の医療機器を導入し、より安全で質の高い医療を提供できるよう準備を進めています。

臨床工学技士も、知識と技術をさらに向上させ、患者様の安心と安全を支えていきます。



New 
Employee 患者様やそのご家族様が感じて

おられる様々な不安を汲み取り、
真摯に向き合いながら何がベストかを
共に考えられるよう頑張りたいです。

山口 はるか
奈良学園大学卒業

好奇心・向上心は旺盛です。
患者様やそのご家族様と接する

一日一日を大切にし、毎日を学びに
繋げていきたいと考えております。

村上 凜
藍野大学短期大学部卒業

一生懸命に学びながら、心を込めて
関わらせていただきます。少しでも
安心して過ごせるように、寄り添い
支えていきたいと思っています。

芝崎 唯
阪奈中央看護専門学校卒業

不安なこと、心配なことなど
沢山の思いをお持ちかと思います。
少しずつ一緒に乗り越えていけるよう、

全力を尽くして看護いたします。
松浦 亜弥

奈良文化高等学校卒業

患者様一人ひとりに寄り添い、安心して
もらえるような対応を大切にしています。
常に相手の気持ちを考え、思いやりを
持った看護の提供を心がけます。

赤尾　誓
奈良県医師会看護専門学校卒業

36期生 名12
新入職員から

患者様へメッセージ



不安や苦しさを抱える中で、安心して
在宅復帰ができるように誠意を込めて
看護を提供したいと思っています。

どんなことでも遠慮せずにご相談ください。
板谷 比奈

奈良文化高等学校卒業

看護師としての知識やスキルは未熟ですが、
患者様やそのご家族様の立場に立ち、
安全で快適な療養生活をサポート

することに全力を尽くします。
山下 真穂

奈良文化高等学校卒業

患者様の想いを傾聴し、心身に寄り添う
ことを大切にしていきたいです。

困ったことや悩み、ご不安があれば
いつでもご相談ください。

田中 琴乃
奈良文化高等学校卒業

患者様やそのご家族様に信頼して
いただけるよう、丁寧な看護を心がけます。
まだ学ぶことばかりですが、一つひとつの
経験を大切にし、成長していきたいです。

山﨑 有紗
奈良文化高等学校卒業

視野を広げ、患者様やそのご家族様の
ことを第一に考えられる看護師に

なりたいです。一日でも早くお力に
なれるように頑張ります。

稲富 悠花
奈良県医師会看護専門学校卒業

常に笑顔を意識し、責任感を持ち
患者様やそのご家族様と接しますので、

安心してご不安などを表に出して
いただきたいと思っています。

加賀美 咲良
奈良文化高等学校卒業

日々勉強し、看護師としての
知識をつけていきたいです。

患者様に安心感を与えられるような
相談しやすい看護師を目指します。

山本 健太
奈良県医師会看護専門学校卒業




